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問題は次のページから始まります。



　次の各問いに答えなさい。

	（１）	 次の式の　　　に当てはまる数を求めなさい。

	（２）�	 １枚のコインを投げて、表が出たら６点、裏が出たら３点もらえるゲームを
18 回おこなったところ、得点が 87 点になりました。表が何回出たか求めなさい。

	（３）�　Aさんは、赤い画用紙と青い画用紙を、枚数の比が４：７となるように買いま
した。Bさんは、赤い画用紙を 10 枚と、青い画用紙を１枚買いました。２人が
買った画用紙の枚数を合わせると、赤い画用紙と青い画用紙の枚数が等しくなり
ました。Aさんが買った赤い画用紙の枚数を求めなさい。
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	（４）�	 一定の速さで進む長さ 180 mの列車A、Bがあります。列車A、Bが同じ速さ
で向かい合って進んでいるとき、出会ってから離

はな

れるまでに９秒かかりました。
また、列車Aが鉄橋を渡

わた

り始めてから完全に渡り終えるまでに 42 秒かかりました。
このとき、鉄橋の長さを求めなさい。

	（５）�	 下の図は、半径３cmの半円と正三角形を組み合わせた図形です。斜
しゃせん

線部分の
面積の合計を求めなさい。ただし、円周率は 3.14 とします。
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　箱の中に  、  、  と書かれたカードがたくさん入っています。この箱の中から

９枚のカードを選んだところ、書かれた数の合計は 27 でした。  の枚数が、  の

枚数より多く、  の枚数より少ないとき、それぞれのカードの枚数を求めなさい。
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　次の表において、AとBには規則にしたがって数が並んでいます。CにはAとBの

数の和が書かれています。

Ａ １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ １ …

Ｂ １ ５ ２ ５ １ ５ ２ ５ １ ５ ２ …

Ｃ ２ ７ ５ ９ ６ ６ ４ ８ ５ 10 ３ …

　表の数が書かれた部分を左から順に見ていくことにします。例えば、Cの４番目に書か

れた数は９です。このとき、次の各問いに答えなさい。

	（１）�	 Cの 21 番目に書かれた数を求めなさい。

	（２）�	 Cの 804 番目に書かれた数を求めなさい。

	（３）�	 Cの１番目から 2026 番目までに書かれた数の和を求めなさい。
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　右の図は、１辺の長さが４cmの立方体です。点Pは
最初Aの位置にあり、立方体の辺の上を秒速２cmで
動きます。このとき、次の各問いに答えなさい。

	（１）�	 点PがA→E→F→B→Aと動くとき、時間と三角形PEFの面積の関係を表す
グラフを解答欄

らん

にかきなさい。ただし、三角形が作れないときは、面積は０cm2 と
考えます。

	（２）�	 点PがA→B→C→D→Aと動くとき、時間と三角形PEGの面積についての
グラフを表しているものを次のア～キから選びなさい。ただし、横の軸

じく

は時間、
縦の軸は三角形PEGの面積を表しています。
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　下の図は台形ABCDで、直線CEと直線CFは台形の面積を３等分しています。直線
BDと、直線CE、直線CFとの交点をそれぞれG、Hとするとき、次の各問いに答えな
さい。ただし、最も簡単な整数の比で答えることとします。

	（１）�	 直線AEの長さと直線EBの長さの比を求めなさい。

	（２）�	 直線BGの長さと直線GDの長さの比を求めなさい。

	（３）�	 直線BHの長さと直線HGの長さの比を求めなさい。
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　向かい合う面の目の合計が７のさいころがあります。このさいころを 27 個用意し
て、図１のように机の上に置きました。ただし、さいころはすべて同じ向きです。この
とき、次の各問いに答えなさい。

図１

	（１）�	 机や他のさいころにかくれておらず、まわりから見ることができる目の合計を
答えなさい。
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　次に、１の目が見えている９個のさいころを、図２のようにア～ケとします。
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図２

	（２）�	 ア～ケのいずれか１個を取り除きます。まわりから見ることができる目の合計
が最も大きくなるのは、どのさいころを取り除いたときか答えなさい。

	（３）�	 ア～ケからいくつかのさいころを取り除いたところ、まわりから見ることが
できる目の合計が 135 となりました。取り除いたさいころの個数として考えら
れるのは、最大で何個か答えなさい。
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